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NKアグリのMission 

「人々が健やかな暮らしを育むための食を提供する」 
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 ノーリツ鋼機グループの食事業を担う会社として2009年に設立 



NKアグリについて 

 所在地：和歌山県和歌山市 

 従業員：社員10名（農業経験者0） パート約60名（平均50.3歳）   

 2010年 栽培開始 約5年 

 約40社の量販店に野菜を流通 
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植物工場 機能性野菜（露地農業） 

自 社 生 産 提携生産者 提携生産者（6県） 

1～3年目 4年目 5年目 



栽培風景 
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 自社植物工場（太陽光利用型） 

 国内有数の栽培面積（3,000坪） 

 

 

 

 提携農場 

 



NKアグリの農業 

 既存に流通している規格を前提に商品をつくらない 

 （多様化している消費者ニーズとのかい離） 
 

 まずは試験栽培、試験販売。データを網羅的に収集する 
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環境要因 ニーズ 

・店頭単価 

・購買動機 

（味、見た目、サイズ） 

・頻度  など 

 

 

生産性 

・面積辺り製品化率 

・良品率 

・生育速度 

・作業効率  など 

 

 

・温度 

・湿度 

・日射量 

・水温  など 

 既存規格とニーズのギャップが大きく、生産性が高いものを商品化 

 KPIを設定して予実管理で精度向上 



ニーズに即した新しい価値軸で商品を開発 
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 通常のレタスの1/4の重さ 

 店頭単価約1.5～2倍 

→重さあたりでは約6～8倍の価値 

重さ 

大きさ 

安心・安全 

食感が選べる 

使い切りサイズ 

形の揃い 
色、味（甘い） 

機能性成分(リコピン) 

 良品率約25％向上 

 店頭単価約1.5～2倍 

AQUA LEAFシリーズ 

リコピンニンジン「こいくれない」 



ICTツールの導入状況 

 2014年5月より サイボウズKintone導入 

 導入の契機  デモを見る機会があった 

 導入の理由 

 → 必要最小限、安い（15,000円/月 程度） 

   → 業務ごとのアプリが自作できる 

 → 承認プロセス、履歴管理で内部統制にも対応 
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営 業 管 理 

 導入から3ヶ月で、約40の業務を移管 

・経費精算 

・小口精算 

・契約管理 

・規定管理 

・出張報告 

・営業報告 

・売上管理 

・原価管理 

・在庫管理 

・営業資料 

・顧客情報 

   など 

生 産 

・収穫実績 

・生産管理 

・トラブル 

・保守記録 

・追肥記録 

・環境記録 

・商品開発 

   など 



導入効果①  KPIが社内に浸透。全社的な指標に 

7 

 KPIを全社で毎日共有 スマートフォンで見ながら移動中に議論 

 製販の需給調整の精度が劇的に向上 

 →2015年1月の植物工場の販売ロス0.04% 

 社内の情報共有の円滑化（議論が透明化） 



導入効果② 距離を超えたチームが出来る 
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 遠隔地の提携生産者との情報共有の円滑化、情報格差解消 

クラウド上に 

日々のデータを 

蓄積 

NKアグリ 提携生産者 
栽培実績 販売実績 

播種実績 

定植実績 

出荷実績 

歩留まり情報 

日々の実績の入力 データの分析 

生育日数予測 

歩留まり予測 

出荷量との差異 

生産計画 

 生産量の予測精度の向上→販売単価が上がり、欠品リスクが減る 

 同時に環境データも収集分析することで、栽培技術向上 
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